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図２　史跡斎宮跡（飛鳥・奈良時代の斎宮中枢域と平安時代の方格街区）

図１　伊勢国の郡域と６～８世紀の主要交通経路

����



斎宮段丘面沖積低地

100ｍ0 （S=1/3,000）

古代伊勢道
南派生道路

古代伊勢道
北派生道路

古代伊勢道

近鉄山田線

祓
川

段
丘
崖

倉 院
（飛鳥）

正方位区画②
（奈良）正方位区画①

（奈良）

正方位区画
（平安）

斜方位区画
（飛鳥）

SB11245

SB11250

SB11248

SB11246

SD11092

SB11110

SB11340

SH9067 SH9070SH9055SH9058

SH11013

SH11014

SB6281
SB6279

SB6278

SB6292
SB6301

SA11120

SA6280

SB11361

SB11360

SA6280

SB11330

西門

203 次１区

正方位区画①
（奈良）

正方位区画②
（奈良）

斜方位区画
（飛鳥）

斎宮段丘面

沖積低地

段丘崖

20m0 （S=1/1,000）

58-4 次

195 次

192 次

144 次

144 次

197 次

193 次

100 次

85-8 次

189 次

200 次

200 次

199 次

倉院
（飛鳥）

200 次
方形区画

倉院

門 門

正殿

塀

目
隠
塀

東
第
二
堂

西
第
二
堂

東
第
一
堂

西
第
一
堂

東第三堂西第三堂

図３　飛鳥・奈良時代の斎宮中枢域とその周辺

図４　飛鳥時代の斎宮中枢域（斜方位区画と倉院）
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図６　難波長柄豊碕宮をモデルとした皇大神宮・斎宮

図５　奈良時代の斎宮中枢域（正方位区画）
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図 1　出雲国における古代寺院と神社

図 2　鰐淵寺観音菩薩立像

図 3　『延喜式』記載の国別神社数
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表 1　『出雲国風土記』記載の寺院

表 2　出雲における山林寺院・村落内寺院の遺跡事例

図 4　来美廃寺（意宇郡山代郷北新造院）の伽藍配置 図 5　山持遺跡出土の板絵

金堂 塔塔

講堂？
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図 6　山林寺院の遺構（左：堤平遺跡）と出土遺物（右：才ノ神遺跡）

図 7　青木遺跡（神社）と大寺薬師（萬福寺）
　　　の位置関係

図 8　山林寺院・霊場と神社の位置関係
（林 2022a 掲載図に加筆）

（林 2022ab 掲載図）

旧寺院跡

水源地

磐座
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瓦出土地点

大
寺
薬
師

青
木
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跡

����



表 3　出雲国内の「カラクニイタテ」神社

表 4　対外不安と神仏に関わる施策
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大
同
元
年
牒
神
封
部
に
み
る
畿
外
神
戸
の
位
置
）

図
9　
神
郡
・
神
戸
と
交
通
路
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